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　国際海洋物理科学協会（IAPSO）は、国際測地学及び地球物理学連合（IUGG）に加盟している８学協会のな

かで、海洋とその境界領域に関する広義の海洋物理科学研究を推進し、国際協力による海洋研究を促進・調整

することを目的としている。その実現のため、2年に一度、学術総会を開催し、委員会やワーキンググループ

を通じた活動を進めるとともに、ユネスコの政府間海洋学委員会（IOC）や国際学術会議（ICS）傘下の海洋研

究科学委員会（SCOR）とも緊密に連携している。 

　IAPSO学術総会には、日本の海洋科学コミュニティーから毎回多くの研究者が参加し、研究発表や議論を活

発に行なっている。近年では、海洋の乱流混合過程や極域の海洋科学、西岸境界流の力学、津波、大気海洋系

気候変動、インド洋の調査研究、海洋酸性化などのセッションにて、日本の研究者らがセッション提案をする

とともに、多くの研究発表を通じて海洋物理科学の発展に貢献している。エルニーニョ/南方振動やインド洋ダ

イポール現象の理解への貢献により、2015年にThe Prince Albert I Medalが山形俊男氏に授与されたこと

は、日本の研究者による海洋科学研究の発展への功績が認められた一例として挙げられる。 

　また、若干のブランクがあるものの、半世紀以上にわたり日本の研究者がIAPSO執行委員を務めており、そ

のうち約20年間で副議長、さらに2003年からの4年間は今脇資郎氏が議長を務めるなど、IAPSOの運営にも大

きく貢献して来た。現在は日比谷紀之氏が執行委員として活躍中である。 

　近年、地球環境変化への社会の関心の深まりとともに、海洋科学の裾野は物理学だけでなく生物地球化学分

野にも大きく拡がっている。国連総会決議による「持続可能な開発のための海洋科学の10年」が2021年に始

まろうとしている折から、わが国の研究者もより広い視野を持って研究を展開し、IAPSOやIUGGを通じた国際

連携を更に促進する必要がある。
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